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磁歪材料を用いた振動発電器の極低周波数帯における
発電性能評価
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１．背景

４．結果

２．目的

◼ 船体構造デジタルツインの実現のためにはデータの計測・送信用の 源が必要
◼ 低周波数帯での発 能 に優れた磁歪材料(1)を使用した振動発 の適用可能性に着目
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× 定期的な交換が必要

× 防爆処理を要す 場合あり(2)

 源に鉛蓄 池を用い 場合

○ メンテナンス不要

○ 着火源なし（金属材料の ）

振動発 器を 源に用い 場合

◼ 船舶に生じう 極低周波数帯におけ 振動発 
特性の解明

◼ 計測・データ送信に必要なセンサ類の消費  
との比較に   源としての適用可能性                

  

   

    

   

       

           

◼ 発 量は   ・周波数が大きくな に
つれて概ね線形的に増 す 傾向

◼ 振動発 で270μ 以 の発 量が得られ、
各種センサ類の駆動に必要な  を 回 
→ 電源として適用できる可能性が示唆

３．方法

振動加振条件・発電量測定方法

振動周波数 8 Hz～18 Hz／2 Hz 隔

振動   0.2 G～1.0 G／0.2 G 隔

 振波形 サイン波

発 量測定
方法

外部抵抗(90.7 kΩ)に対す  圧
を測定し、外部抵抗の消費  を
振動発 器の発 量と なす

計測・データ送信に必要な電力

   センサに  測定 10 μ ～155 μ (4)

   センサに  測定 210 μ (5)

無線データ送信 10 μ ～100 μ (6)

        
             
           

       
       

        

            
                        
       

 
          

  

◼ 磁歪材料を用いた
片持ち梁型の
振動発 器を製作

◼ 振動 振時の
発 量を測定

振動発 器に  発 量の測定  

船舶で生じう 主要な振動の周波数帯(3)
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